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あかし市民図書館等の管理運営状況（２０１８年度）について 
 

２００６年４月から指定管理者制度を導入したあかし市民図書館等について、2018 年度における

指定管理者による管理運営状況を報告します。 

１ 指定管理者 

(1)指定管理者 ＴＲＣ・長谷工・神戸新聞グループ 

(2)指定期間 ２０１５年４月 1日～２０２２年３月３１日 

(3)指定管理料 
協定締結額 ３６１，６０６千円  決算見込額 ３６１，６０６千円 

（２０１７年度指定管理料 ３５２，８３５千円  決算額 ３２８，３９４千円） 

(4)管理体制 

館長１名、館長代理２名、責任者７名、総務統括１名、スタッフ５９名〔フルタイ

ム：３６名、シェアタイム：２３名〕 

合計 ７０名 

 

２ 評価項目 

（１）顧客満足度について 

① アンケート

の実施状

況 

＜来館者アンケート（2019 年 3月実施）＞ 

・あかし市民図書館 来館者対象（回答 561件） 

質問項目 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答 

1開館日・時間 62.7% 15.0% 13.2% 3.6% 2.0% 3.5% 

2 貸出期間(2週間) 49.4% 10.7% 24.2% 9.8% 0.9% 5.0% 

3貸出冊数(20冊まで) 66.3% 7.7% 18.5% 0.9% 0.5% 6.1% 

4図書の見つけやすさ 29.1% 21.4% 31.6% 10.3% 3.9% 3.7% 

5 蔵書の内容 29.4% 27.6% 29.6% 6.6% 1.6% 5.2% 

6 蔵書の量 32.8% 27.6% 26.6% 6.4% 1.2% 5.4% 

7 スタッフの応対 52.4% 23.9% 17.1% 1.4% 1.1% 4.1% 

8 スタッフの知識 36.7% 20.9% 32.8% 1.2% 1.1% 7.3% 

9 当館の満足度 41.0% 34.0% 17.5% 2.1% 0.5% 4.9% 

・西部図書館 来館者対象（回答数 347 件） 

質問項目 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答 

1開館日・時間 54.8% 13.8% 23.6% 3.2% 0.3% 4.3% 

2 貸出期間(2週間) 45.2% 14.4% 27.7% 8.1% 0.6% 4.0% 

3貸出冊数(20冊まで) 65.7% 10.1% 17.0% 0.6% 0.6% 6.0% 

4図書の見つけやすさ 30.0% 18.2% 38.6% 7.8% 0.6% 4.8% 

5 蔵書の内容 24.8% 19.6% 32.0% 16.1% 3.2% 4.3% 

6 蔵書の量 26.5% 17.6% 31.7% 16.1% 2.9% 5.2% 

7 スタッフの応対 61.4% 15.9% 18.2% 0.9% 0.0% 3.6% 

8 スタッフの知識 45.2% 16.1% 32.0% 0.6% 0.0% 6.1% 

9 当館の満足度 42.9% 23.9% 24.8% 2.0% 0.6% 5.8% 
 

政策局政策室本のまち担当 
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②利用者から

の主な苦情

とその対応

等 

・ユニバーサルサービスの充実を求める声に対して、ボランティアによる対面

朗読サービスを開始した。 

・あかし市民図書館内の学習エリアの利用ついて、公平性と利便性の向上を

図るため、抽選方法を改善した。 

所管課コメント 

・図書の見つけやすさに関する満足度（満足、やや満足と回答した割合）は、昨

年度より向上しているものの５割程度にとどまっているため、より一層の書架

整理と表示や配架の工夫を求めていきたい。 

・蔵書の内容、量についても、幅広いニーズに応えられる選書に努めるなど、さ

らなる工夫を求めていきたい。 

・スタッフの応対に関しては、高い満足度を得ており、努力が認められる。一方

で、知識不足を指摘する声もあり、今後、図書館全体の満足度を向上するた

めに、選書力をはじめとする司書の基本的なスキルの一層の向上やスタッフ

全体のホスピタリティと知識の向上のために、人材育成に尽力するよう求め

ていきたい。 

 

（２）事業達成度について 

①事業・業務

の実施状況 

＜運営・サービス業務＞ 

移動図書館車の２台運行及びステーションの拡充で、移動図書館の利

用が徐々に増えている。 

男性スタッフによる読み聞かせ「おはなしにいさん」の取り組みが定着し

ており、子育て世代を巻き込みながら、親しみやすい図書館づくりを行っ

た。 

２０１９年度の市制施行１００周年、明石城築城４００年を迎えるにあた

り、ふるさと資料の充実に努めた。 

３歳６か月児とその保護者を対象とするブックセカンド事業を開始した。

ブックスタート事業（４か月児）に続き、幼いころから読書に親しむ環境を

提供した。 

放課後児童クラブに対して、内容の異なる図書約６０冊を貸し出し、１ヶ

月ごとにクラブ間で本を巡回させる「放課後ブックサークル」（昨年度まで

モデル実施）を全クラブに対象を広げ、本格的に実施した。 
 

 

＜維持管理業務＞ 

日々の巡回や定期点検を実施し、不具合箇所については、速やかに修

繕を行っている。 
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②施設等の利

用状況 

＜図書利用状況＞ 

 貸出人数 貸出冊数 予約件数 

本 館 ５３４，３３６ 人 1，５８５，０６４ 冊 １７８，７９８ 件 

西 部 館 １３９，５５５ 人 ７２９，８４４ 冊 ７７，７２９ 件 

移動図書館 １１，６７６ 人 ９１，９５７ 冊 ２０，１４３ 件 

計 
６８５，５６７ 人 

(前年 674,030 人) 

２，４０６，８６５ 冊 

(前年 2,466,126 冊) 

２７６，６７０ 件 

(前年 252,702 件) 

＜登録者数＞ 

 ８５，１３７ 人 （2017 年度末 78,589 人） 

＜宅配サービス利用状況＞ 

 延べ１６１人、延べ１，００９冊 （2017 年度 延べ 163 人、延べ 1,048 冊） 

＜電子図書館サービス利用状況＞ 

 閲覧数９，５４０回、貸出数３，３３３回、登録者数８，８４９人 

（2017 年度 閲覧数 9,936 回、貸出数 3,515 回、登録者数 13,280 人） 

＜放課後ブックサークル＞ 

 貸出冊数６０冊（１ヵ所１ヶ月あたり）、場所１０ヵ所、期間３カ月 

 貸出冊数５３冊（１ヵ所１ヶ月あたり）、場所２８ヵ所、期間９カ月 

 

所管課コメント 

・事業・業務の実施状況では、他機関との連携事業を積極的に行うことで、イベ

ントやサービスの幅を広げ、新たな利用者層の利用促進を図っている。今後

は、本の貸出や再度の来館に繋げる工夫が必要である。 

・施設等の利用状況では、あかし市民図書館が開館２年を迎え、登録者数と貸

出人数は増えているものの、貸出冊数は減少している。加えて、西部図書館

は、貸出人数、貸出冊数ともに減少傾向にあり、図書館全体で活性化の取り

組みが必要である。 

・移動図書館は、貸出や返却にとどまっているが、今後、移動図書館を活用し

てのイベントや資料展示を行うなどの工夫が必要である。 

 

（３）事業収支について 

①収支状況 

＜収支状況＞ 

収入総額 ３６７，１７１千円 
指定管理料 ３６１，６０６千円 
そ の 他   ５，５６５千円 

支出総額 

 

３６６，０５７千円 

 

人 件 費 １５０，６２２千円 
事 務 費  ２６，４６６千円 
管 理 費  ４９，８９０千円 
物 件 費  ４０，０６７千円 
負 担 金     ２１０千円 
事 業 費  ５８，２８２千円 
租 税公課  １４，７７２千円 
一般管理費  ２２，０５８千円 
そ の 他   ３，６９０千円 

収  支 １，１１４千円  
 

②使用料等の収

入状況 
・コピー手数料収入 438 千円（2017 年度 371 千円） 



 4 

所管課コメント 

・指定管理料（協定締結額３６１，６０６千円）は、新移動図書館車の運行費を

精査し、精算した結果、３６１，６０６千円で決算した。 

 

 

３ その他評価の参考となる特記事項 

・司書資格のないスタッフに対しては働きながら取得できるようバックアップを継続的に行ってい

る。 

・現場研修や社内研修を通じ、スタッフ全体の知識・技能の向上を図っている点は評価できる。

しかし、内部研修またはＴＲＣ主催の研修がほとんどであるため、外部主催の研修も活用しな

がら、一層のスキルアップが必要である。 

・包括外部監査で指摘を受けた事項に対する明確な回答が得られないなど、不適切な対応が

見受けられた。 

・新規事業の経費について明確な積算根拠の提示がなく、協議に相当の時間を要した。 

 

 

４ 所管課総合評価 

顧客満足度については、利用者アンケートの結果や利用者の声に対する柔軟な対応を考慮

すると、概ね良好であると考えられる。 

事業達成度についても、運営・サービス業務において、通常業務に加え、事業計画に基づい

た多数の提案業務や連携事業が実施され、維持管理業務でも、定期点検の実施や速やかな修

繕対応が行われており、良好であると考えられる。 

一方で、利用者アンケートの自由記述には、スタッフの司書としてのスキルアップや、専門性

を生かした接遇や書架案内を求める声もあり、図書館の基本が疎かになっていないかと危惧さ

れる一面もある。図書館の基本は、利用者の様子に目を配り、利用者と接する機会を持ち、レフ

ァレンスや資料の提供、貸出へとつなげていくことである。そうした地道なサービスにも丁寧に

取り組むことを期待する。 

その他、知識・技能向上のための研修や、個人情報保護の取り組み、危機管理への対応等

については、スタッフ全体で取り組んでおり、適正に実施されている。 

今後は、あかし市民図書館だけでなく、西部図書館や移動図書館を含む市立図書館全体の

サービスの充実、利用促進にも力を入れる必要がある。またサービスの基本となる司書の選書

力・レファレンス力の向上や来館者が気軽に相談できる体制を整えるなど更なる市民サービス

の向上を期待する。 

以上のことから、2018 年度において、指定管理者による概ね適正な管理運営が行われてい

ると判断する。市としても、今後も良好な管理運営が継続されるよう、適正かつ必要な指導・監

督を行っていく。 

 

 


